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広報紙の新春号
　紙面のデザインだけでなく、広報紙の名前も変わっていま
す。今月の新春対談にご登場いただいた名誉区民の王貞治氏
は平成23年以来の対談です。

成人の日
　昭和23年に1月15日が成人の日と制定され、平成12
年から1月の第2週に変更されました。そして令和4年、
成人年齢が18歳に引き下げられたことから、目黒区の
式典は成人の日のつどいから、二十歳のつどいに名称を
変えました。

写真でつづるまちの記憶

目黒アーカイブ
フォトギャラリー

写真出典：  「目黒区のあゆみ～写真でたどる区政の変遷」「あの日この顔～私たちのふるさと目黒の歩み」「昭
和の戦争記録～目黒区民の体験で綴る」

　目黒のまちの移り変わ
りを振り返るシリーズ。6

回目は昭和以降のお正月と成人
の日の一コマなどを紹介します。

その6

正月編

問広報課（☎5722－9486、
　F5722－8674）

▼ 新年の初出荷のトラックには、
「初荷」と書かれた旗やのぼ
りをつけることが多かった

▲ 緑ヶ丘小学校書き初め会

昭和
11年

◀ お正月によそ行きの服を着て門
の前で記念撮影。今はほとんど
見なくなった牛乳入れが見える

▲ 駒場小学校はねつき大会

昭和
38年

昭和
42年

昭和
43年

◀ 旧区役所に隣接し
た公会堂で行われ
ていた当時の成人
の日のつどい

昭和
41年

▶ 昭和50年の成人の日のつどいで
は、ふるさとの家族に声を聞かせ
てあげてくださいという趣旨で、
通話料無料の電話が置かれた

昭和
50年

▲ 当時の広報紙「目黒区
政ニュース」。1面には
干支のウサギと烏森小
学校の児童を映した写
真を掲載

昭和
26年

▲ 下段の写真には「区
初の鉄筋コンクリー
ト校舎として完成を
急ぐ菅刈分校12教
室」とある

昭和
33年

▲ 「伸ばしてあげた
い子どもたちの可
能性」と題し、子
どもたちへのエー
ルを語っている

平成
23年

昭和のお正月
　昭和50年代頃まで、正月三が日は官公庁や企業はもちろん、百貨店や商
店なども休みで、家族でおせちを食べたり、親戚が集まったりして過ごすの
が当たり前でした。新年を迎える気持ちも格別で、着物やよそ行きの服を着
て、しめ縄の正月飾りをつけている車も多く見られました。

　区内でのイベントなどを、写真を中心にお伝えします。
問広報課（☎5722－9486、F5722－8674）

10月8日
東山小学校合唱団

NHK全国学校音楽コンクール
金賞・内閣総理大臣賞受賞

　5年10月8日に開催されたNHK全国学校音楽コンクー
ルの全国コンクールで、東山小学校合唱団が金賞・内閣
総理大臣賞を受賞し、合唱日本一に輝きました。
　団員を代表して6年生が受賞報告のために区役所に来
庁し、喜びの声を伝えてくれました。これからも、すて
きな歌声を届けてくれることを期待しています。

東山小学校合唱団
　新校舎の完成とともに創設された
７年目の特設課外クラブ。現在、４
～６年生の４５人が参加し、毎日の朝
練習を中心に活動している。

NHK全国学校音楽
コンクールの様子


